
なぜ重要なのか？ 良い質問は，焦点を絞った口述による歴史記
録を作成し，今なお続く回復に話し手がどうかかわっていたか
を文書に残すために欠かすことができません。

知っておくべきこと 手始めに，「教会歴史スペシャリスト」ウェ 
ブサイトにある概要を使って質問を書いてみましょう。そのほ
か，ビデオComplete Oral History Interview（「口述による歴
史記録のためのインタビューの実施」）を視聴したり，教会歴
史の担当者に相談したりするとよいでしょう。
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明確にする。この口述による歴史記録の目標
を明確にします。「どのようなことを捉え，
残そうとしているのか」，または「どのよう
な物語や経験談をこの地域の教会歴史に追加す
ればよいだろうか」などと考えてください。調
査と口述前に分かっている歴史，語り手との
連絡，あらかじめ与えられているアウトライ
ンを組み合わせて，この口述による歴史記録
のアウトラインを作成します。

ブレインストーミングをする。自
由回答式の簡単な質問を思いつく
限り考え出します。一言の（また
はとても短い）答えで終わってし
まうような質問や， 「口述による
歴史記録—インタビュー前のアン

ケート」ですでにした質
問は避けてください。

その他のリソース
•	 Introduction to Oral History  

（the Baylor University Institute 
for Oral History）

•	 「教会歴史スペシャリスト」ウェ 
ブサイト
‒ビデオ：Complete Oral History 

Interview（「口述による歴史
記録のためのインタビューの
実施」）

‒PDF： 「口述による歴史記録
のアウトライン」

計画する。特に語り手が一言しか
答えてくれなかったり，非常に短
い答えしか言ってくれなかったり
した時のために，フォローアップ

の質問を計画しておきま
す。 

よく考えられた質問（とフォロー
アップの質問）が文書化され，口
述歴史家がきちんとインタビュー
できる状態になっています。

質問がある場合や助けが必要な場合 ご自分のマネージャーに相談し，『口述による歴史記録ガイド』の3.5と4.7を参
照してください。
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ミーティングを持つ。語り手とミーティン
グを持ち，いろいろなトピックについて話
し合います。手からのフィードバックを組
み入れましょう。

招く。聖霊を招いて，口述によ
る歴史記録の作成を導いていた
だきましょう。聖霊の導きがあっ
たら，それに従ってください。

 

口述による歴史記録作成に適した質
問の作り方
口述による歴史記録実践ガイド

https://www.baylor.edu/content/services/document.php/43912.pdf
https://history.churchofjesuschrist.org/landing/church-history-specialist?lang=eng
https://history.churchofjesuschrist.org/landing/church-history-specialist?lang=eng

